
1参考様式第5ー2号 I

策定年月日 令和7年3月31日

更新年月日
( )

目標年度 令和15年度

市町村名
(市町村コード)

南島原市
(42214)

地域名
(地域内農業集落名)

白木野
(上中谷、大河内、坊目木)

、o

1 地域における農業の将来の在り方

(1) 地域計画の区域の状況

区域内の農用地等面積(農業上の利用が行われる農用地等の区域) 34.l ha

田の面積 1.4 ha

畑の面積(果樹、茶等を含む) 32.7 ha

区域内において、規模縮小などの意向のある農地面積の合計 oha

(参考)区域内における80才以上の農業者の農地面積の合計 7.2ha

うち後継者不在の農業者の農地面積の合計 o ha

2: 及 3については、 業委員会の農地台帳の面積 (現況地目)に基づき記載してください。
3:4 については、規模縮小又は離農の意向のある農地面積を記載してください。
4:⑤については、区域内に特定することができない場合には、引き受ける意向のあるすべての農地面積を記載の上、
備考欄にその旨記載してください。
5:(参考)の区域内における0才以上の農業者の農地面積等については、できる限り記載するように努めてください。
6: 区 の 用 面 」に' 辰地力 ま ている場合には、備考欄にその面積を記載してください。

(2)地域農業の現状及び課題
・高齢化や後継者及び労働力不足が進み、不耕作地などが心配される。
・鳥獣被害の増加、道路や水路の管理や農薬使用など、地域外の耕作者や管理者が増加し連携が難しい。
・地域外の耕作者が増加傾向であり、地域内連携に多少の難しさがある。
・農用地の形状に課題があり、作業効率が思うように上がらないところもある。
・収入や価格の安定化が課題である。
・減農薬栽培への取り組みは少しずつ進めている。
・地域で協力して道路や水路等の維持管理を行ている。
・馬鈴薯栽培に適しているため、これからも継続して行く。
・ドローン等による農薬散布など、スマート農業等の推進に関心のある農家が増えている。
・繁忙期の労働力確保が課題であり、外国人雇用も増加しているが、常雇か期間雇用かの課題がある。

(主な作物)馬鈴薯、ブロッコリー、玉葱、レタス、南瓜、水稲、飼料作物 (畜産)など

(3) 地域における農業の将来の在り方(作物の生産や栽培方法については、必須記載事項)
・馬鈴薯やブロッコリー等の露地栽培と育苗等の施設栽培や飼料用作物など、栽培技術と生産性の向上を図り、農地
の集約化等に配慮しながら収益力の向上を目指す。
・高齢化が進み、後継者のいる農家が減少していることから入り作等が期待される。
・農地利用者の確保・育成と、農地の団地化や集約化に配慮し、担う者へ農地の再分配を推進する。
・農作業の効率化を図るため施設・設備等の改善、先端技術やスマート農業等の導入を進める。
・地域農業の持続的な発展に向けて、雇用の拡大や必要な営農条件整備を進める。
・地域と担う者が一体となって、農地を有効活用していく体制づくりを進める。



2 農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用に関する目標
(1)農用地の効率的かつ総合的な利用に関する方針

地域、生産団体、関係機関等が協力し、農用地の集積・集約化に配慮しつつ担う者による農地利用を推進する。

(2)担い手(効率的かつ安定的な経営を営む者)に対す…票=-も「不二L憂うる目標

現状の集積率 1 51.2 % 1 将来の目標とする集積率 1 82 %

(3)農用地の集団化(集約化)に関する目標

耕作者や作物ごとに集約しながら効率的な経営を目指す。

3 農業者及び区域内の関係者が2の目標を達成するためとるべき必要な措置
(1) 用地の ・化の(1)農用地の集積、集団化の取組
担い手(認定農業者・認定新規就農者等)を中心に、農地利用最適化推進委員等や農地相談員が連携し、担う者へ
農用地の集積・集約化を推進する。

(2)農地中間管理機構の活用方法
担う者の経営意向を踏まえ、積極的に農地中間管理機構を活用する。
段階的に集積・集約化を推進する。

(3)基盤整備事業への取組
特に担い手のニーズを踏まえ、基盤整備地(優良農地)として効率的な利用に務める。
基盤整備地でも活用できる各種事業について、今後検討する。

(4)多様な経営体の確保・育成の取組
農業従事者数の減少に伴い、地域をはじめ関係機関や各種団体で連携し、地域農業に参画を希望する多様な経営

雇用等を契機に、就農希望者には支援等を検討する必要がある。

(5)

省力 的な営辰を検討する。

以下任意記載事項(地域の実情に応じて、必要な事項を選択し、取組内容を記載してください)
J ①鳥獣被害防止対策 J ②有機・減農薬・減肥料 図 ③スマート農業国 ④畑地化・輸出等図 ⑤果樹等
図 ⑥燃料・資源作物等 図 ⑦保全・管理等 図⑧農業用施設 団 ⑨耕畜連携等 図⑩その他
【選択した上記の取組内容】
①鳥獣被害対策のための、侵入防止柵や保護シート等の設置(更新)を地域で検討する。
②農薬や肥料の低減など、経費削減や環境に配慮した営農を目指す。
③スマート農業に関する情報を収集し、導入に向けた検討や実践に取り組む。
④生産・加工・販売等、農産物の付加価値を高める取り組みや販路拡大を検討する。
⑤果樹等、農地に適合した作物導入を検討する。等、農地に適合した作物導入を検討する。

費の削減や飼料作物及び穀物栽培など、資源作物等の導入・拡
や水路等及び施設・設備等の保全管理に取り組む。
化や集団化も検討しながら計画的な機械・設備の導入を検討する
家と連携した効果的な施肥等や福祉施設等と連携した労働力

・拡大を検討する。

9畜産農家と連携した効果的な施肥等や福祉施設等と連携した労働力確保等を検討する。
1地域内の農業を担う者等の変更が生じた場合には、地域計画の見直しを農業委員・農地利用最適化推進委員等
の地域の代表者等への確認や書面及びホームページ等による簡易な方法による協議を行う。



4 地域内の農業を担う者一覧(目標地図に位置付ける者)

属性 農業を担う者
(氏名・名称)

現状 10年後
(目標年度:令和 15年度)

経営作目等 縫当【 ,ハ 面積 経営作目等 雁 首一・ハ 面積 上の表示 備考

別紙のとおり
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る場合は、できる限りその者から同意を得ていること。
4: 受託面 には、 3作業の実面積を記載してください。なお特定農作業受託面積は、作業受託面積に含めず、
経営面積に含めてください。
5:備考欄には、農業を担う者として位置付けられた者に不測の事態に備えて、代わりに利用する者を記載するよう努め
てください。

5 農業支援サービス事業者一覧(任意記載事項)

翌
十一
3

事案棒▼凸
(氏名・名称) 作業内容

震罰目き人材の派遣、作業麦藁一一
貫罰蒔き人材の派遣、作業罵請「

一

雷雨目き人材の派遣、作業墓詰…一一

対象品目爾
辰 ラミ

・
酌匡i、 フく 。;

6 目標地図(別添のとおり)

7 基盤法第22条の3(地域計画に係る提案の特例)を活用する場合には、以下を記載してください。

農用地所有者等数(人) うち計画同意者数(人・%)
てください。

=「 して こ い。
こ明記してください。目

(留意事項)
農業を担う者を位置付ける際、これらの者の氏名が含まれた地域計画について、法令に基づく手続として、本人の同意な

く、関係者の意見聴取や、地域計画の案の縦覧、地域計画の公告を行うことができますが、個人情報を保有するに当たっ
ては、利用目的をできる限り特定し、本人から直接書面に記録された個人情報を取得するときは、あらかじめ、本人に対
し、その利用目的を明示してください。
また、市町村の公報への掲載等とは別に、インターネットの利用により関係者以外の不特定多数に対して情報を提供する

場合は、氏名を削除するなど配慮してください。
必要に応じて区域内の農用地の一覧を参考として添付してください。



農業を担う者
(氏名・名称)

(目標年度:令和 15年度)

経営作目等経営面積 面積 経営作目等経営面積 面薄 備考

4 地域内の農業を担う者一覧(目標地図に位置付ける者)



65 用 その 0.15 ha ha その 0.15 ha ha R6403
66 利用 その 0.1l ha ha その 0.1l ha ha R5229
67 用 その 0.16 ha ha の 0.16 ha ha R3590

68 利用 その 0.02 ha ha その 0.02 ha ha R5110
69 用 の 0.i2 ha ha の 0.12 ha ha R3560

70 利用 その 0.03 ha ha その 0.03 ha ha R3586
71 用 の 0.04 ha ha その 0.04 ha ha R6117

72 利用 その 0.02 ha ha その 0.02 ha ha R5051
73 利 用 の 0.56 ha ha その 0.56 ha ha R3653

74 利用 その 0.39 ha ha その 0.39 ha ha R3644
75 利用 その 0.38 ha ha その 0.38 ha ha R3641
76 利用 その 0.45 ha ha その 0.45 ha ha R3642
77 利用 その 0.07 ha ha その 0.07 ha ha R6116
78 利 その 0.12 ha ha その 0.12 ha ha R3655
79 利用 その 0.07 ha ha その 0.07 ha ha R5791
80 利 その 0.19 ha ha その 0.19 ha ha R6011
81 利用 その 0.08 ha ha その 0.OB ha ha R6118


